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者で，診断後1年以上経過し，5年間継続して観察

できた31名．開始時平均年齢12．6歳，診断時平均

年齢10．2歳であった，新潟小児糖尿病コホート調

査をもとに，HbAlcを調査した．開始時HbAlcと

5年後HbAlc値の関連を単相関で検討した．開始

時HbAlc値により3群（低値群：7，5％未満（国

際基準値），中間値群：7．5～8．4％未満，高値

群：8．4％以上）に分け，5年後HbAlc値を比較

した，

　【結果】調査開始時平均HbAlc値は7．9％，5年

後平均HbAlc値は8．7％であった，開始時HbAlc

値と5年後HbAlc値は，正の相関を認めた，開始

時HbAlc値による3群間の比較では，平均5年後

HbAlc値は，低値群が最も低く　（7．4％），高値群

が最も高かった似9％）．

　【まとめ】1型糖尿病発症早期の血糖コントロー

ルが，5年後のものと強く関連した．長期的に良好

な血糖コントロールを保つために，初期教育の重

要性が示唆された．
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　症例は30歳，女性．15歳時に1型糖尿病を発

症，28歳時に糖尿病性腎症のため，血液透析に導

入，29歳時に膵腎同時移植希望にて日本臓器移植

ネットワークに登録平成23年，関東甲信越地方

に入院中の15歳以上18歳未満の頭部外傷による

脳死患者からの膵腎提供を受け，膵腎同時移植を

施行，HLAは5ミスマッチ．腎を左腸骨窩に，次

に膵を右腸骨窩に移植し，膵管は腸管ドレナージ

とした．免疫抑制薬はFK／MMF／PSL／ArGで導

入．温阻血時間は0分，腎総阻血時間は8時間20

分，膵総阻血時間は12時間40分で血流再開．腎

膵ともに即時に機能が得られ，同日に透析を離脱

した。術前のHbAlc（JDS値）は14．7％と極めて

血糖コントロールは不良であったが，インスリン

療法も第5病日には完全に離脱し，現在無治療に

てHbAlcは5％程度に安定している，当院初の膵

腎同時移植であり報告を行う，

13　聴覚障害者と糖尿病についての検討

宮腰　将史

筒井内科クリニック

　先天性聾唖の46歳男性の糖尿病教育入院を経

験した．表情が硬く，筆談ではコミュニケーショ

ンが困難であった．可能な限り手話を使って会話

したところ，徐々に意思疎通がとれるようになり，

糖尿病治療も良い方向へ進んだ．

　平成22年10月に，聴覚障害者を対象にした糖

尿病教室を行った，参加した聴覚障害者からアン

ケートを施行，聴覚障害者は，健康についてもっ

と知りたいと思っており，医療側から手話による

説明を望んでいることが分かった．また，手話通

訳者のアンケートから，聴覚障害者への医療体制

が十分でない点が指摘された．

　聴覚障害者への糖尿病診療で必要なことは，医

療側の聴覚障害者への正しい理解と聴覚障害者と

の良い関係を確立することである．聴覚障害者と

のコミュニケーションには，簡単な手話を使い，

伝える気持ちを持つことが大切である，今後は，

糖尿病長期放置を防ぐため，聴覚障害者を対象に

した糖尿病の啓蒙も望まれる．
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